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明
治
皇
室
典
範
の
立
法
者
意
志

―
維
新
百
五
十
周
年
の
記
念
年
を
迎
へ
て
―

小
堀
桂
一
郎

一
　
御
譲
位
の
叡
慮
に
接
し
て

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
は
明
治
維
新
百
五
十
週
年
の
記
念
年

に
当
る
。
折
か
ら
日
本
国
民
は
今
上
天
皇
の
御
譲
位
の
御
意
向
が
固

い
た
め
に
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
光
格
天
皇
か
ら
恵
仁
親

王
（
第
百
二
十
代
仁
孝
天
皇
）
へ
の
御
譲
位
以
来
二
百
二
年
の
歲
月
を

距
て
て
、
国
史
上
実
に
久
し
ぶ
り
に
上
皇
の
御
存
在
を
奉
戴
す
る
と

い
ふ
め
ぐ
り
合
せ
と
な
る
。
そ
の
事
が
ほ
ぼ
間
違
ひ
な
く
決
定
し
、

実
現
す
る
と
い
ふ
意
味
で
も
、
平
成
三
十
年
は
国
政
上
の
大
き
な
変

革
を
経
験
す
る
記
念
年
と
い
ふ
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　

こ
の
様
な
過
激
な
変
革
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
制
定

（
大
日
本
帝
国
憲
法
と
同
じ
日
付
）
の
旧
皇
室
典
範
が
法
的
有
効
性
を
保

つ
て
ゐ
る
間
に
は
決
し
て
起
り
得
な
か
つ
た
は
ず
の
事
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
政
府
制
定
の
皇
室
典
範
は
そ
の
說
明
・
註
解
書
で
あ
る

『
皇
室
典
範
義
解
』
の
前
文
に
言
ふ
如
く
〈
祖
宗
国
ヲ
肇
メ
一
系
相

承
ケ
天
壌
ト
與
ニ
無
窮
ニ
垂
ル
此
レ
蓋け

だ
し言
說
ヲ
假（
借
）ラ
ス
シ
テ
既
ニ
一

定
ノ
模
範
ア
リ
以
テ
不
易
ノ
規
準
タ
ル
ニ
因
ル
ニ
非
サ
ル
ハ
ナ
シ
〉

と
い
ふ
事
で
、
こ
の
典
範
に
盛
ら
れ
た
諸
法
規
は
既
に
代
々
の
皇
統

に
于
い
て
既
定
の
模
範
と
看
做
さ
れ
、
変
更
す
る
事
を
許
さ
な
い
規

則
と
し
て
通
用
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
明
治
十
年
代
の
憲
法

制
定
機
運
の
高
ま
り
と
共
に
、
不
文
の
法
と
し
て
の
代
々
の
慣
例
に

依
る
の
み
の
适
用
に
は
（
国
際
社
会
の
慣
用
を
も
考
慮
し
て
で
あ
ら
う
）

有
効
性
に
疑
義
が
生
ず
る
懼
れ
も
あ
る
の
で
敢
へ
て
此
を
成
文
化
し

て
お
く
、
と
い
ふ
必
要
が
生
じ
た
。
元
来
こ
の
不
文
の
法
は
〈
既
ニ

君
主
ノ
任
意
ニ
制
作
ス
ル
所
ニ
非
〉
ざ
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
君
主

の
意
向
と
雖
も
こ
の
法
規
の
限
界
を
逸
脫
す
る
如
き
解
釈
・
适
用
は

許
さ
れ
な
い
、
と
の
大
前
提
に
発
し
た
法
規
で
あ
る
。
加
へ
て
こ
の

前
文
の
結
び
は
〈
又
臣
民
ノ
敢
テ
干
渉
ス
ル
所
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
〉
と

な
つ
て
ゐ
て
、
こ
れ
は
皇
室
の
家
法
で
あ
る
故
に
、
臣
民
＝
国
民
が

そ
の
運
用
や
条
章
の
改
訂
に
口
を
插
む
事
は
許
さ
な
い
と
の
決
然
た
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る
態
度
を
そ
の
字
面
に
明
白
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　

と
こ
ろ
が
他
方
、
現
行
の
皇
室
典
範
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
十
六

日
付
で
公
布
さ
れ
た
「
法
律
第
三
号
」
で
あ
つ
て
、
も
は
や
国
民
の

一
切
の
干
渉
を
許
さ
ぬ
皇
室
の
家
法
に
し
て
所
謂
「
不
磨
の
大
典
」

た
る
の
性
格
は
与
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
改
訂
や
适
用
（
例
へ
ば

皇
位
継
承
順
序
の
変
更
等
）
は
皇
室
会
議
の
議
を
経
て
裁
量
す
る
事
が

で
き
る
。
そ
の
皇
室
会
議
な
る
も
の
は
現
典
範
第
五
章
に
よ
れ
ば
皇

族
二
人
を
含
む
十
人
の
議
員
か
ら
成
る
が
、
皇
族
以
外
の
八
人
と
は

衆
議
院
・
参
議
院
の
議
長
・
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
最
高
裁
判

所
長
官
等
、
要
す
る
に
臣
民
で
あ
る
。

　
「
皇
室
典
範
」
と
の
呼
称
は
そ
の
ま
ま
な
が
ら
、
明
治
の
典
範
と

現
行
の
そ
れ
と
で
は
、
法
と
し
て
の
格
式
は
全
く
違
つ
た
も
の
に

な
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
事
に
、
事
此
処
に
至
つ
て
国
民
は
今
更
乍
ら
改

め
て
気
が
つ
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

い
や
こ
の
重
大
事
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十

三
日
の
天
皇
陛
下
に
譲
位
の
御
内
意
あ
り
と
の
報
衟
に
接
し
た
時
が

初
め
て
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
早
く
も
十
年
以
上
も
過
去
の
事
に

な
つ
た
が
、
平
成
十
六
年
十
二
月
に
生
じ
た
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
に

よ
る
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
招
集
と
い
ふ
事
態
に

直
面
し
た
時
、
国
民
は
皇
室
の
在
り
方
と
皇
族
制
度
の
将
来
を
め
ぐ

る
問
題
解
決
の
た
め
に
、
国
民
一
般
が
そ
の
論
議
に
容
喙
す
る
事
が

許
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
現
状
に
接
し
て
、
大
き
な
驚
き
を
覚
え

た
の
だ
つ
た
。

　

明
治
の
皇
室
典
範
は
、
再
び
「
前
文
」
か
ら
引
く
な
ら
ば
、〈
皇

室
自
ラ
其
ノ
家
法
ヲ
条
定
ス
ル
者
ナ
リ
故
ニ
公
式
ニ
依
リ
之
ヲ
臣
民

ニ
公
布
ス
ル
者
ニ
非
ス
〉
と
し
て
、
制
定
当
初
は
国
民
一
般
に
公
示

す
る
必
要
す
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
法
規
で
あ
る
。
実
際
、
官

報
を
以
て
し
て
の
公
布
に
踏
み
切
つ
た
の
は
明
治
四
十
年
だ
つ
た
。

況
ん
や
そ
の
条
章
の
改
訂
に
国
民
か
ら
の
口
出
し
が
許
さ
れ
る
な
ど

と
は
考
へ
る
事
も
で
き
な
い
雲
の
上
の
存
在
な
の
で
あ
つ
た
。

　

こ
の
法
規
に
現
行
の
様
な
根
本
的
な
性
格
の
変
化
が
生
じ
た
原
因

は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
昭
和
二
十
年
秋
か
ら
六
年
八
箇
月
に
亙
つ
て

日
本
国
の
国
政
を
支
配
す
る
装
置
と
な
つ
て
ゐ
た
米
国
軍
に
よ
る
日

本
占
領
政
策
に
あ
る
。
直
接
的
に
は
連
合
国
軍
総
司
令
部
が
昭
和
二

十
一
年
二
月
に
急
遽
起
草
し
、
一
週
間
足
ら
ず
の
急
造
作
業
で
ほ
ぼ

全
文
を
書
き
上
げ
、
此
を
帝
国
憲
法
に
代
る
も
の
と
し
て
寀
択
す
る

事
を
强
制
し
た
、
占
領
基
本
方
針
の
文
章
化
に
他
な
ら
な
い
「
日
本

国
憲
法
」
に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
こ
の
憲
法
草
案
は
国
家
主
権
を
連

合
国
最
高
司
令
官
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
ゐ
る
占
領
体
制
の
中
で
国
会

審
議
に
か
け
ら
れ
、
否
応
な
く
寀
択
を
議
決
せ
し
め
ら
れ
、
二
十
一

年
十
一
月
三
日
公
布
、
翌
二
十
二
年
五
月
三
日
に
施
行
と
い
ふ
事
に

な
つ
た
。

　

こ
の
憲
法
第
十
章
「
最
高
法
規
」
の
第
九
八
条
「
最
高
法
規
性
」

の
規
定
に
見
る
ま
で
も
な
く
、
又
第
九
九
条
が
天
皇
以
下
全
て
の
公
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務
員
に
課
し
て
ゐ
る
「
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
」
に
聴
く
ま
で
も
な

く
、
凡
そ
一
国
の
憲
法
が
国
家
国
民
の
遵
守
す
べ
き
法
規
の
最
高
位

に
あ
る
事
は
、
律
令
制
施
行
以
来
、
い
や
神
話
時
代
の
神
勅
奉
戴
以

来
の
二
千
年
近
い
法
治
主
義
の
伝
統
を
有
す
る
日
本
国
民
に
と
つ
て

自
明
の
理
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
占
領
憲
法
体
制
が
、

実
は
明
治
憲
法
の
定
め
た
典
憲
体
制
に
施
行
以
来
約
七
十
年
ぶ
り
に

変
更
を
强
ひ
た
重
大
な
事
件
で
あ
る
と
の
認
識
は
国
民
に
乏
し
か
つ

た
。
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
に
生
じ
た
直
宮
家
御
三
家
以
外

の
十
一
宮
家
が
皇
族
か
ら
の
臣
籍
降
下
を
强
ひ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
件

は
、
皇
室
の
極
限
ま
で
の
弱
体
化
を
狙
つ
て
皇
室
財
産
の
没
収
を
强

行
し
た
占
領
軍
の
工
作
の
間
接
的
成
果
で
は
あ
つ
た
が
、
皇
室
典
範

を
一
般
的
法
令
と
同
等
の
地
位
に
格
下
げ
し
た
事
と
直
接
の
関
連
は

な
か
つ
た
。

　

幸
か
不
幸
か
、
平
和
条
約
発
効
以
前
の
占
領
体
制
継
続
中
に
、
右

の
皇
室
典
範
の
性
格
変
化
が
実
は
重
大
な
問
題
を
孕
ん
で
ゐ
る
と
い

ふ
危
険
を
国
民
に
気
付
か
せ
る
様
な
事
件
は
起
ら
な
か
つ
た
。
主
権

回
復
後
の
長
い
戦
後
復
興
・
国
力
再
生
の
時
代
に
も
格
別
の
問
題
は

な
か
つ
た
。

　

昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
の
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
も
、
皇

位
継
承
と
い
ふ
大
事
に
就
い
て
は
典
範
第
一
章
に
規
定
さ
れ
た
四
箇

条
の
範
囲
内
で
問
題
な
く
処
理
す
る
事
が
出
来
た
し
、
続
い
て
起
つ

た
即
位
の
礼
、
大
喪
の
齋
行
、
陵
墓
設
営
の
事
案
に
対
し
て
も
、
典

範
第
四
章
の
第
二
十
四
、
第
二
十
五
、
第
二
十
七
の
各
条
の
規
定
で

無
事
に
乗
切
る
事
が
可
能
だ
つ
た
。
此
の
時
に
問
題
に
な
つ
た
の
は
、

む
し
ろ
皇
室
関
係
の
此
等
重
大
な
儀
式
の
齋
行
と
憲
法
第
二
〇
条
に

規
定
さ
れ
て
あ
る
政
敎
分
離
原
則
と
の
間
を
如
何
に
し
て
調
整
す
る

か
と
い
ふ
事
案
の
方
だ
つ
た
。
此
の
時
は
こ
の
第
二
〇
条
の
原
則
が

あ
ま
り
に
も
我
が
国
の
伝
統
的
な
国
民
の
信
仰
生
活
・
宗
敎
習
俗
と

乖
離
し
た
観
念
的
な
法
規
で
あ
る
た
め
に
、
既
に
各
種
の
所
謂
政
敎

関
係
の
司
法
事
件
を
惹
起
し
て
ゐ
る
、
そ
の
法
的
拘
束
力
の
脆
弱
が

儀
礼
の
齋
行
を
掩
護
し
た
と
い
ふ
皮
肉
な
面
が
あ
つ
た
。

　

結
局
の
所
、
現
行
の
皇
室
典
範
が
、
そ
の
第
四
条
の
規
定
（〈
天

皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
〉
が
全
文
）
に
よ
り
、

間
接
的
に
、
今
上
天
皇
御
自
身
の
御
希
望
に
も
沿
へ
ぬ
、
厳
し
い
法

規
を
含
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
事
の
問
題
に
国
民
一
同
が
気
付
か
さ
れ
た

の
は
制
定
後
七
十
年
の
後
で
あ
る
。
即
ち
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日

の
事
、
天
皇
が
国
民
に
向
け
て
御
自
身
の
進
退
に
就
い
て
の
御
意
向

を
直
接
訴
へ
か
け
ら
れ
た
時
で
あ
つ
た
。
訴
へ
か
け
ら
れ
た
国
民
の

側
か
ら
し
て
も
、
忘
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
よ
り
も
長
い
歲
月
に
亙
つ
て

意
識
に
上
せ
る
事
な
く
済
ま
せ
て
来
た
問
題
に
不
意
に
直
面
さ
せ
ら

れ
た
形
だ
つ
た
。

二
　
明
治
人
の
帝
室
観

　

本
稿
で
試
み
る
の
は
、
上
記
の
如
く
不
意
に
国
民
に
突
き
付
け
ら
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れ
た
現
行
皇
室
典
範
の
扱
ひ
に
就
い
て
改
め
て
考
へ
て
見
る
た
め
に
、

そ
の
前
身
で
あ
る
に
は
違
ひ
な
い
明
治
の
皇
室
典
範
の
理
念
と
性
格

と
を
、
改
め
て
考
へ
直
し
て
み
よ
う
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

　

考
へ
直
す
、
と
云
つ
て
も
、
明
治
皇
室
典
範
の
研
究
は
、
そ
の
理

念
を
問
ふ
成
立
史
の
考
証
に
せ
よ
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
法

学
・
法
理
論
上
の
分
析
に
せ
よ
、
制
定
以
来
百
三
十
年
の
歴
史
を
経

て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
学
界
に
于
い
て
は
謂
は
ば
完
了
し
て
ゐ
る
。

今
更
そ
の
歴
史
に
付
加
へ
る
べ
き
新
た
な
解
釈
や
意
味
付
け
は
有
り

様
が
な
い
。
本
稿
が
意
図
す
る
の
は
、
明
治
百
五
十
年
の
記
念
年
に

際
し
て
の
、
明
治
人
の
国
家
観
・
帝
室
観
へ
の
回
想
で
あ
り
、
記
憶

の
更
新
で
あ
る
。

　

明
治
皇
室
典
範
の
成
立
史
的
研
究
は
既
に
完
了
し
て
ゐ
る
と
記
し

た
が
、
そ
れ
は
次
に
掲
げ
る
二
点
の
文
献
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
て

の
故
で
あ
る
。
即
ち
、
共
に
國學

院
大
学
に
よ
る
刊
行
物
で
あ
る
が
、

　

�『
梧
陰
文
庫
影
印　

明
治
皇
室
典
範
制
定
前
史
』
昭
和
五
十
七
年

十
月
二
十
日
発
行　

五
二
四
頁

　

�『
梧
陰
文
庫
影
印　

明
治
皇
室
典
範
制
定
本
史
』
昭
和
六
十
一
年

八
月
三
十
日
発
行　

五
九
四
頁

で
あ
つ
て
、
題
名
に
〈
影
印
〉
と
あ
る
通
り
、
梧
陰
井
上
毅
旧
蔵
に

な
る
皇
室
典
範
乁
帝
国
憲
法
の
編
纂
過
程
で
用
ゐ
ら
れ
た
史
料
の
全

て
を
（
主
要
な
も
の
は
原
色
版
を
以
て
）
見
開
き
Ａ
3
判
の
写
真
版
と

し
て
「
前
史
」
に
三
十
点
、「
本
史
」
に
十
三
点
を
収
録
し
、
史
料

番
号
に
沿
つ
て
解
題
と
解
說
を
付
し
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
の
総
論
に

当
る
「
緒
論
」
を
添
へ
た
構
成
で
あ
る
。

　

両
書
は
そ
の
標
題
の
中
に
「
制
定
前
史
」「
制
定
本
史
」
と
し
て

あ
る
通
り
、
此
は
憲
法
・
典
範
の
成
立
過
程
に
于
け
る
第
一
史
料
の

原
型
覆
刻
で
あ
り
、
そ
の
事
自
体
が
成
立
史
的
研
究
の
基
礎
作
業
の

完
了
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
各
史
料
に
付
し
た
「
解
題
」
乁

び
、
史
料
群
を
「
前
史
」
で
四
部
、「
本
史
」
で
二
部
に
分
け
て

夫
々
に
充
て
た
「
解
說
」（
執
筆
者
の
署
名
入
論
文
の
体
裁
を
成
す
）
を

検
し
て
み
れ
ば
、
両
法
典
の
成
立
史
研
究
は
既
に
完
成
し
て
ゐ
る
事

が
明
白
で
あ
る
。

　

こ
の
認
識
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
稿
が
屋
上
屋
を
架
す
る
の
試

み
を
敢
へ
て
企
て
た
の
は
、
上
記
の
「
回
想
」
の
要
請
に
わ
づ
か
に

加
へ
て
、
平
成
二
十
八
年
に
発
生
し
た
前
代
未
聞
の
事
態
か
ら
発
す

る
新
た
な
光
源
の
下
で
、
明
治
二
十
年
代
初
頭
に
は
成
文
と
し
て
確

立
し
た
は
ず
の
我
が
国
体
の
皇
位
継
承
理
念
が
、
今
ど
の
様
な
陰
影

を
帯
び
て
眼
に
映
る
か
を
検
し
て
み
た
い
と
思
ふ
故
で
あ
る
。

　
　
　

＊

　

関
心
の
的
は
、
今
上
天
皇
が
御
自
身
の
生
前
譲
位
の
御
意
向
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
方
角
に
向
け
て
の
皇
室
典

範
の
一
部
改
正
が
必
要
で
あ
る
事
を
間
接
的
に
示
唆
さ
れ
て
ゐ
る
、

そ
の
謂
は
ば
円
滑
な
御
譲
位
の
障
礙
と
な
つ
て
ゐ
る
規
定
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
現
行
の
典
範
の
第
一
章
第
四
条
〔
即
位
〕
の
規
定
で
、
既
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に
引
い
た
も
の
だ
が
〈
天
皇
が
崩
じ
た
時
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即

位
す
る
〉
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
字
面
通
り
に
読
ん
で
み
れ

ば
な
る
ほ
ど
生
前
の
御
譲
位
は
許
さ
ず
と
い
ふ
禁
止
条
項
で
は
な
い
。

只
、
皇
嗣
の
践
祚
（
明
治
典
範
で
は
第
二
章
を
「
践
祚
即
位
」
と
題
し
、『
義

解
』
に
〈
上
古
ハ
践
祚
即
チ
即
位
ニ
シ
テ
両
事
ニ
非
ス
令
義
解
ニ
天
皇
即
位

謂こ
れ
を
せ
ん
そ
と
い
ふ

之
践
祚
、
祚
ハ
位
也
ト
ア
ル
是
レ
ナ
リ
〉
と
註
し
て
ゐ
る
）
は
当
今
の
天

皇
の
崩
御
を
必
須
の
前
提
と
し
て
ゐ
る
と
読
め
る
事
も
確
か
で
あ
る
。

こ
の
点
は
明
治
典
範
の
第
十
条
も
同
じ
事
で
、
そ
の
本
文
は
〈
天
皇

崩
ス
ル
ト
キ
ハ
皇
嗣
即
チ
践
祚
シ
祖
宗
ノ
神
器
ヲ
承
ク
〉
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
右
に
記
し
た
「
前
提
」
の
存
在
自
体
は
明
証
を
有
す
る

と
し
て
、
こ
の
規
定
が
一
歩
踏
み
込
ん
で
生
前
の
譲
位
の
禁
止
迄
を

も
含
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
点
で
の
立
法
者
意
志
が

如
何
で
あ
つ
た
か
を
探
つ
て
み
よ
う
。

　

明
治
典
範
の
「
義
解
」
に
于
け
る
第
十
条
へ
の
註
疏
の
眼
目
は
神

器
の
継
承
と
い
ふ
重
儀
と
、
む
し
ろ
〈
皇
嗣
即
チ
践
祚
シ
〉
の
〈
即

チ
〉
の
一
字
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
歴
世
の
宣
命
、
乁
び
日
本
書
紀
以

下
六
国
史
に
見
え
て
ゐ
る
〈
皇
位
は
一
日
も
空
し
か
る
べ
か
ら
ず
〉

の
金
言
に
則
し
て
の
〈
即
チ
〉
の
强
調
で
あ
る
。
現
行
典
範
第
四
条

に
謂
ふ
〈
直
ち
に
〉
も
そ
の
意
志
を
正
当
に
継
承
し
て
明
文
化
し
た

も
の
と
評
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　

一
方
、
新
帝
践
祚
の
前
提
と
し
て
の
崩
御
に
つ
い
て
は
『
義
解
』

は
如
何
に
說
い
て
ゐ
る
か
。
重
要
な
論
点
で
あ
る
か
ら
、
少
し
長
く

な
る
が
そ
の
部
分
の
本
文
を
全
文
引
い
て
み
よ
う
。

〈
再
び
恭

つ
つ
し
みて
按
ず
る
に
、
神
武
天
皇
よ
り
舒
明
天
皇
に
至
る
迄

三
十
四
世
、
嘗
て
譲
位
の
事
あ
ら
ず
。
譲
位
の
例
の
皇
極
天
皇

に
始
ま
り
し
は
、
蓋
し
女
帝
仮
摂
よ
り
来
る
者
な
り
（
継
体
天

皇
の
安
閑
天
皇
に
譲
位
し
た
ま
ひ
し
は
同
日
に
崩
御
あ
り
。
未
だ
譲
位

の
始
と
な
す
べ
か
ら
ず
）。
聖
武
天
皇
・
光
仁
天
皇
に
至
て
遂
に

定
例
を
為
せ
り
。
此
を
世
変
の
一
と
す
。
其
後
権
臣
の
脅
迫
に

因
り
両
統
互
立
を
例
と
す
る
の
事
あ
る
に
至
る
。
而
し
て
南
北

朝
の
乱
亦
此
に
源
因
せ
り
。
本
条
に
践
祚
を
以
て
先
帝
崩
御
の

後
に
即
ち
行
は
る
ゝ
者
と
定
め
た
る
は
、
上
代
の
恒
典
に
因
り

中
古
以
来
譲
位
の
慣
例
を
改
む
る
者
な
り
〉

　

稍
〻
意
外
と
言
つ
て
よ
い
ほ
ど
の
事
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
以
降

あ
れ
ほ
ど
例
の
多
か
つ
た
譲
位
の
事
例
に
就
い
て
『
義
解
』
は
そ
れ

を
一
種
の
〈
世
変
〉
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。〈
世
変
〉
は
自
然
の
流

れ
と
し
て
の
時
代
の
変
遷
を
謂
ふ
場
合
も
あ
る
が
、
国
政
に
関
は
る

文
脈
に
于
い
て
は
「
世
の
乱
れ
」
で
あ
る
。
右
に
引
い
た
文
脈
で
は

明
ら
か
に
否
定
的
意
味
合
ひ
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
史
上
初
め
て
の

譲
位
例
は
第
三
十
五
代
皇
極
天
皇
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
女
帝
は

即
位
前
に
皇
位
継
承
候
補
三
人
が
鼎
立
し
、
夫
々
の
権
勢
が
伯
仲
状

況
に
あ
つ
た
た
め
一
時
預
り
の
如
き
形
で
臨
時
に
皇
位
を
践
ん
だ

（『
義
解
』
に
謂
ふ
〈
仮
摂
〉）
と
み
ら
れ
る
が
、
直
接
に
は
大
極
殿
内

の
目
前
で
乙
巳
の
変
（
中
大
兄
皇
子
に
よ
る
蘇
我
入
鹿
誅
殺
の
惨
劇
）
が
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生
じ
た
事
に
衝
撃
を
受
け
同
母
弟
の
軽
皇
子
（
孝
徳
天
皇
）
に
譲
位

し
た
。
例
外
的
な
事
例
と
見
ら
れ
る
の
は
自
然
だ
つ
た
。

　

藤
原
氏
全
盛
時
代
の
摂
政
・
関
白
冊
立
の
恒
例
化
、
鎌
倉
時
代
後

期
の
持
明
院
統
、
大
覚
寺
統
両
統
の
迭
立
の
弊
に
就
い
て
『
義
解
』

は
特
に
言
葉
を
費
し
て
ゐ
な
い
が
〈
南
北
朝
の
乱
亦
此
に
源
因
せ

り
〉
と
い
つ
た
表
現
か
ら
し
て
も
强
い
否
定
的
見
解
を
有
し
て
ゐ
た

事
は
分
明
で
あ
る
。
そ
し
て
結
び
に
、
第
十
条
は
践
祚
を
先
帝
崩
御

の
後
に
初
め
て
行
は
れ
る
事
と
定
め
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
上
代

（
具
体
的
に
は
第
三
十
四
代
舒
明
天
皇
ま
で
）
の
慣
例
を
恒
典
と
し
、
中

古
以
来
の
譲
位
を
可
能
と
す
る
慣
例
は
（
此
を
世
変
と
看
做
し
て
）
改

め
た
の
だ
と
断
言
し
て
ゐ
る
の
が
註
目
を
惹
く
。
即
ち
明
治
典
範
の

本
文
は
、
立
法
者
意
志
に
溯
つ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
譲
位
禁
止
規
定

に
他
な
ら
な
い
。

　

然
し
乍
ら
こ
の
規
定
は
典
範
の
草
案
初
稿
の
段
階
か
ら
の
確
定
事

項
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
典
範
制
定
の
『
前
史
』
に
依
れ
ば
、

典
範
草
案
の
第
一
稿
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
明
治
十
七
年
か
ら
十
九

年
迄
の
間
の
執
筆
を
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
「
宮
内
省
立
案
第
一
稿　

皇

室
制
規
」
と
題
さ
れ
た
肉
筆
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
首
章
で
あ
る

「
皇（

字
体
原
文
ノ
マ
マ
）

位
継
承
の
事
」
の
第
九
条
は
〈
天
皇
在
世
中
ハ
譲
位
セ
ス
登
遐

ノ
時
儲
君
直
ニ
天
皇
ト
称
ス
ヘ
シ
〉
と
な
つ
て
ゐ
る
。

　

こ
の
第
一
稿
に
対
し
て
井
上
毅
が
「
謹
具
意
見
」
と
し
て
宮
内
省

に
提
出
し
た
意
見
書
（
宮
内
省
案
第
一
稿
が
男
系
の
皇
儲
が
絶
え
た
場
合

の
女
系
に
よ
る
継
承
を
認
め
て
ゐ
る
の
に
强
い
反
対
を
唱
へ
て
ゐ
る
の
が
大

き
な
特
色
で
あ
る
が
、
そ
の
事
は
今
は
措
い
て
）
で
は
〈
…
…
叡
慮
次
第

ニ
ハ
、
並
ニ
時
宜
次
第
ニ
ハ
、
穏
ニ
譲
位
ア
ラ
セ
玉
フ
事
、
尤
モ
美び

事じ

タ
ル
ヘ
シ
、
起
草
第
九
条
ノ
上
項
ハ
、
削
去
ア
リ
テ
然
ル
ヘ
キ

カ
〉
と
の
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。

　

此
を
受
け
て
「
宮
内
省
立
案
第
二
稿　

帝
室
典
則
」
で
は
井
上
の

具
申
通
り
、
女
帝
制
の
容
認
と
女
系
継
承
の
肯
定
の
項
は
削
除
し
た

が
、
天
皇
の
生
前
譲
位
に
つ
い
て
は
井
上
の
意
見
を
容
れ
ず
、
存
置

し
た
ま
ま
と
し
て
ゐ
る
。
生
か
さ
れ
た
第
九
条
の
条
文
も
第
一
稿
と

全
く
同
じ
文
言
で
あ
る
。

　

こ
の
第
二
稿
に
対
し
て
も
井
上
は
再
度
「
帝
室
典
則
意
見
」
を
自

筆
で
草
し
て
明
治
十
九
年
春
四
月
に
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
提
出
し

て
ゐ
る
。
そ
こ
に
も
第
九
条
の
在
世
中
の
譲
位
を
認
め
な
い
条
項
に

つ
い
て
の
言
乁
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
条
章
の
趣
旨
に
対
す
る
修

正
意
見
で
は
な
く
て
法
典
と
し
て
の
文
章
表
現
の
不
備
を
指
摘
し
た

ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
参
考
迄
に
引
い
て
お
く
と
、

〈
第
九　

儲
君
直
ニ
天
皇
ト
称
ス
ル
ノ
文
字
穏
ナ
ラ
ズ　

天
皇

ト
称
ス
ル
ト
ハ
歴
史
家
ノ
慣
用
ニ
于
テ
不
十
分
ナ
ル
即
位
ヲ
称

フ
ル
ノ
筆
法
ニ
シ
テ　

魏
ノ
曹
丕　

晋
ノ
司
馬
炎
等
ニ
用
フ
ル

文
字
ナ
リ
「
登
遐
ノ
時
、
儲
君
直
チ
ニ
天
皇
ノ
位
ヲ
践
ム
ヘ

シ
」
ト
修
正
ス
ヘ
キ
カ
〉

　

天
皇
が
在
世
中
に
譲
位
す
る
事
も
可
と
考
へ
て
ゐ
た
の
は
井
上
毅
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だ
け
で
は
な
か
つ
た
。
宮
中
顧
問
官
柳
原
前
光
は
明
治
十
九
年
の
十

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
の
時
機
に
、
当
時
宮
内
大
臣
を
兼
任
し
て

ゐ
た
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
か
ら
委
嘱
を
受
け
、「
皇
室
法
典
」

の
起
草
に
着
手
し
た
。
そ
の
第
一
稿
は
明
治
二
十
年
一
月
上
旬
に
脫

稿
し
て
伊
藤
の
許
に
提
出
さ
れ
た
。

　

柳
原
前
光
は
伊
藤
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
る
よ
り
以
前
に
、
井
上
毅

と
も
連
絡
を
取
り
合
つ
て
、
明
治
十
九
年
七
月
頃
に
「
帝
室
法
則
綱

要
」
を
作
成
し
て
ゐ
た
。
彼
は
当
時
皇
室
法
に
関
し
て
の
学
識
の
深

さ
で
は
第
一
等
の
存
在
で
あ
り
（『
典
範
制
定
本
史
』
小
林
宏
氏
「
緒

論
」）、
本
邦
の
皇
室
法
制
史
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ト
ル
コ
、
漢
土
歴
代
、
朝
鮮
等
の
欧
洲
諸
国
か
ら
中
東
、

東
洋
諸
国
の
王
室
法
に
も
精
通
し
て
ゐ
る
特
異
な
人
材
で
あ
つ
た
。

そ
れ
だ
け
に
や
が
て
熟
成
す
る
こ
と
に
な
る
明
治
典
範
の
稿
本
に
欧

洲
を
主
と
す
る
諸
外
国
の
王
室
法
に
言
乁
す
る
註
疏
が
多
い
（
完
成

版
で
は
大
方
削
除
さ
れ
る
）
の
は
、
彼
の
提
案
が
生
か
さ
れ
た
結
果
と

見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　

そ
こ
で
柳
原
に
よ
る
「
皇
室
法
典
」
の
第
一
章
「
皇
位
尊
号
」
の

第
三
条
を
見
る
と
、〈
譲
位
ノ
後
ハ
太
上
天
皇
ト
号
ス
ル
事

（
原
典
ヿ
）文
武
帝

大
宝
令
ノ
制
ニ
依
ル
〉
と
し
て
あ
り
、
即
ち
我
が
国
の
皇
室
法
制
史

の
古
例
に
則
つ
て
、
明
治
の
御
代
に
于
い
て
も
天
皇
の
生
前
譲
位
の

例
が
有
り
得
る
事
を
当
然
自
明
の
如
く
に
法
規
化
す
る
意
志
を
有
し

て
ゐ
た
。

　

内
案
第
八
条
に
は
、〈
天
皇
ハ　

皇
極
帝
以
前
ノ
例
ニ
依
リ
終
身

其
位
ニ
在あ

る

ヲ
正
当
ト
ス
但
シ
心
性
又
ハ
外
形
ノ
虧き

缺け
つ

ニ
係か
か

リ
快
癒
シ

難
ク
而
シ
テ
嫡
出
ノ
皇
太
子
又
ハ
皇
太
孫
成
年
ニ
逹
ス
ル
時
ハ
位
ヲ

譲
ル
事

（
原
文
ヿ
）ヲ
得
〉
と
の
文
言
を
置
き
、
生
前
譲
位
の
承
認
が
単
な
る
中

古
の
慣
例
の
踏
襲
で
は
な
く
、
良
く
考
へ
て
の
上
で
の
条
章
化
で
あ

る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
条
文
は
後
の
成
文
化
で
は
摂
政
冊
立
乁

び
皇
位
継
承
順
序
変
更
の
条
件
と
共
通
し
た
洞
察
に
立
つ
も
の
で
あ

り
、
先
に
引
い
た
井
上
毅
の
「
謹
具
意
見
」
の
見
方
と
同
様
で
あ
る
。

即
ち
こ
の
問
題
で
柳
原
と
井
上
と
は
全
く
同
じ
譲
位
承
認
の
観
点
に

立
っ
て
ゐ
た
と
見
て
よ
い
。

　

こ
の
柳
原
前
光
執
筆
の
「
内
案
」
稿
本
は
脫
稿
後
直
ち
に
井
上
毅

に
託
さ
れ
、
綿
密
な
検
討
が
加
へ
ら
れ
大
幅
な
修
訂
や
欄
外
書
入
れ

が
施
さ
れ
、「
皇
室
典
憲
」
の
仮
題
を
付
し
て
伊
藤
博
文
の
許
に
提

出
さ
れ
た
。
修
訂
だ
け
で
な
く
条
文
数
も
基
本
的
な
項
目
に
絞
つ
て

削
減
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
幅
な
訂
正
作
業
に
就
い
て
も
、
本
稿
は
天
皇
の
生
前
譲
位

の
思
想
の
扱
ひ
と
い
ふ
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
微
細
な
一
点
の
み
に
焦

点
を
絞
つ
て
成
立
史
的
考
察
を
続
け
て
ゆ
く
事
の
諒
承
を
乞
ひ
た
い
。

　

 
柳
原
初
案
の
第
三
条
は
〈
譲
位
ノ
後
ハ
太
上
天
皇
ト
号
ス
…
…
〉

と
の
称
号
の
件
に
過
ぎ
な
か
つ
た
か
ら
、
井
上
は
、
此
の
条
は
そ
の

少
し
後
の
第
八
条
の
二
項
に
移
せ
ば
よ
い
、
と
の
書
入
れ
を
し
て
ゐ

る
。
そ
の
第
八
条
は
柳
原
初
案
の
字
句
を
少
し
変
更
す
る
だ
け
の
指
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示
で
、
書
入
れ
の
方
を
寀
る
と
す
れ
ば
〈
第
八
条　

天
皇
ハ　

皇
極

天
皇
以
前
ノ
例
ニ
依
リ
終
身
位
ニ
当
ル
者
ト
ス
但
シ
心
性
又
ハ
形
体

ノ
違ゐ

豫よ

ニ
罹か
か

リ
而
シ
テ
嫡
出
ノ
継
嗣
成
年
ニ
逹
ス
ル
時
ハ
位
ヲ
譲
ル

ヲ
得
〉
と
い
つ
た
文
言
に
な
る
。
此
が
原
案
の
改
善
に
な
つ
て
ゐ
る

か
否
か
は
今
は
評
を
控
へ
る
。

　

こ
の
井
上
に
よ
る
修
正
意
見
を
浄
書
し
た
稿
本
が
そ
の
題
も
「
皇

室
典
範
」
と
さ
れ
て
主
要
部
は
明
治
典
範
の
原
型
に
か
な
り
近
付
い

た
形
に
な
る
。
但
し
本
稿
の
当
面
の
関
心
の
焦
点
た
る
生
前
譲
位
の

件
に
就
い
て
は
、
第
一
章
「
皇
統
」
の
第
十
三
条
と
し
て
、〈
天
皇

ハ
終
身
大
位
ニ
当
ル
但
シ
精
神
又
ハ
身
体
ノ
重
患
ア
ル
ト
キ
ハ
皇
位

継
承
法
ニ
依
リ
其
位
ヲ
譲
ル
コ
ト
ヲ
得
〉
と
の
文
言
で
存
置
さ
れ
て

ゐ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
生
前
譲
位
承
認
論
が
明
治
典
範
か
ら
削
除
さ
れ

た
の
は
如
何
な
る
経
緯
に
由
つ
て
で
あ
る
か
。
そ
の
答
だ
け
は
既
に

世
の
広
く
知
る
所
に
な
つ
て
ゐ
る
か
と
思
は
れ
る
。
即
ち
伊
藤
博
文

の
强
い
意
見
が
、
井
上
毅
と
柳
原
前
光
と
両
名
の
譲
位
承
認
論
者
の

說
を
壓
服
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
も
亦
『
典
範
制
定
本
史
』

の
附
録
と
し
て
収
載
し
て
あ
る
「
皇
室
典
範
・
皇
族
令
草
案
談
話
要

録
」
な
る
談
話
筆
記
録
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

此
は
明
治
二
十
年
三
月
二
十
日
に
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
の
高

輪
別
邸
に
井
上
毅
・
柳
原
前
光
両
名
が
参
集
し
、
伊
東
巳
代
治
総
理

秘
書
官
を
陪
席
さ
せ
て
典
範
の
草
案
に
就
い
て
の
立
ち
入
つ
た
討
議

を
展
開
し
た
記
録
で
あ
る
。
制
定
史
の
内
情
に
関
す
る
正
直
な
打
明

け
話
と
し
て
甚
だ
面
白
く
も
あ
り
、
憲
政
史
上
有
益
な
情
報
資
料
と

な
つ
て
ゐ
る
文
献
な
の
だ
が
、
例
に
依
つ
て
当
面
の
話
題
の
部
分
に

つ
い
て
の
み
抄
出
引
用
し
て
お
く
と
、
譲
位
条
項
で
あ
る
稿
本
第
十

三
条
（
談
話
録
で
は
何
故
か
第
十
二
条
と
誤
記
し
て
話
題
に
し
て
ゐ
る
）、

伊
藤
、
井
上
、
柳
原
各
自
の
棒
組
の
如
き
無
愛
想
な
発
言
要
旨
原
文

に
引
用
者
が
句
読
点
を
施
し
て
掲
げ
る
。

　

草�

案
原
文
〈
天
皇
ハ
終
身
大
位
ニ
当
ル
但
シ
精
神
又
ハ
身
体
ニ

于
テ
不
治
ノ
重
患
ア
ル
時
ハ
元
老
院
に
諮
詢
シ
皇
位
継
承
ノ

順
序
ニ
依
リ
其
位
ヲ
譲
ル
事
ヲ
得
〉

伊�

藤　

本
案
ハ
其
意
思
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
知
ル
ニ
困く
る

シ
ム
。
天
皇

ノ
終
身
大
位
ニ
当
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
又
一
タ
ヒ
践
祚
シ
玉
ヒ

タ
ル
以
上
ハ
随
意
ニ
其
位
ヲ
遜の

が

レ
玉
フ
ノ
理
こ
と
わ
りナ
シ
。
抑
そ
も
そ
も

継

承
ノ
義
務
ハ
法
律
ノ
定
ム
ル
所
ニ
由
ル
。
精
神
又
ハ
身
体
ニ

不
治
ノ
重
患
ア
ル
モ
、
尙
ホ
其
君
ヲ
位
ヨ
リ
去
ラ
シ
メ
ズ
、

摂
政
ヲ
置
テ
百
政
ヲ
摂
行
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
昔
時
譲
位
ノ

例
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
、
是
レ
浮
屠
氏
ノ
流
弊
ヨ
リ
来
由

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
余
ハ
将
ニ
天
子
ノ
犯お

冒か

ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ト

均ひ
と

シ
ク
、
天
子
ハ
位
ヲ
避
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
ハ
ン
ト
ス
。
前

上
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ
寧
ロ
本
条
ハ
削
除
ス
ヘ
シ
。

井�

上　
「
ブ
ル
ン
チ
エ
リ
ー
」
氏
ノ
說
ニ
依
レ
ハ
、
至
尊
ト
雖
い
へ
ど
も
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明
天
皇
の
皇
子
に
し
て
中
大
兄
の
異
母
兄
に
当
る
古ふ

る

人ひ
と
の

大お
ほ

兄え

皇
子

が
あ
つ
た
。
こ
の
古
人
大
兄
は
皇
位
継
承
辞
退
の
意
志
の
固
い
事
を

示
す
た
め
に
辞
位
表
明
と
同
時
に
自
ら
剃
髪
し
出
家
の
体
と
な
つ
た
。

こ
れ
が
或
い
は
前
例
と
な
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
皇
位
継
承
の
忌

避
が
出
家
の
実
行
に
よ
つ
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
在
位
中

の
譲
位
に
も
出
家
は
有
効
な
根
拠
と
な
り
得
る
。

　

伊
藤
が
〈
浮
屠
氏
ノ
流
弊
〉
と
い
ふ
特
異
な
表
現
を
用
ゐ
た
の
も
、

摂
関
時
代
の
譲
位
の
動
機
と
し
て
出
家
が
口
実
と
し
て
使
は
れ
た
例

の
多
か
つ
た
事
に
註
目
し
て
の
事
で
あ
ら
う
。
そ
の
口
実
は
出
家
す

る
本
人
の
意
志
で
あ
る
場
合
も
あ
つ
た
が
、
天
皇
に
早
く
譲
位
さ
せ

た
い
と
思
ふ
週
囲
が
出
家
を
唆
か
す
と
い
ふ
形
で
そ
の
目
的
を
逹
す

る
と
い
ふ
場
合
（
例
へ
ば
陽
成
天
皇
）
も
あ
つ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

譲
位
を
実
現
す
る
た
め
に
出
家
と
い
ふ
前
提
を
悪
用
す
る
の
で
あ
つ

て
、
皇
位
継
承
と
い
ふ
国
家
最
高
の
重
儀
の
秩
序
を
乱
す
弊
害
で
あ

つ
た
。

　

更
に
譲
位
の
事
例
が
特
異
な
も
の
で
は
な
く
な
る
と
、
出
家
と
結

び
つ
け
る
事
な
く
譲
位
の
み
を
週
囲
が
断
行
し
、
幼
少
の
天
皇
を
即

位
せ
し
め
て
上
皇
が
実
権
を
握
る
と
い
ふ
一
種
の
政
治
的
野
心
に
発

す
る
譲
位
の
例
さ
へ
現
れ
る
様
に
な
つ
た
。
堀
河
、
鳥
羽
、
崇
徳
三

代
の
天
皇
の
四
十
年
に
亙
つ
て
院
政
を
布
き
、
恣
意
的
な
强
権
を
揮

つ
た
白
河
上
皇
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
白
河
院
は
実
際
に
出
家
し
た

と
い
ふ
說
と
、
そ
の
記
録
が
な
い
と
の
両
說
が
あ
る
が
、
幾
つ
か
の

人
類
ナ
レ
ハ
、
其
欲
セ
サ
ル
時
ハ
何
時
ニ
テ
モ
其
位
ヨ
リ
去

ル
ヲ
得
ヘ
シ
ト
云
ヘ
リ
。

柳�
原　

但
書
ヲ
削
除
ス
ル
ナ
レ
ハ
、
寧
ロ
全
文
ヲ
削
ル
ヘ
シ
。

其
「
ブ
ル
ン
チ
エ
リ
ー
」
氏
ノ
說
ハ
一
家
ノ
私
言
ナ
リ
。

伊�

藤　

然
リ
、
一
家
ノ
学
說
タ
ル
ニ
相
違
ナ
シ
。
本
条
不
用
ニ

付
削
除
ス
ヘ
シ
。

　

余
計
な
口
出
し
か
も
し
れ
な
い
が
、
敢
へ
て
註
疏
に
乁
ん
で
お
く

と
、
伊
藤
が
〈
浮
屠
氏
ノ
流
弊
〉
と
呼
ん
で
ゐ
る
の
は
、
第
五
十
九

代
の
宇
多
天
皇
が
最
初
の
例
で
あ
る
が
在
位
中
に
出
家
の
志
を
抱
い

て
の
故
に
譲
位
し
、
や
が
て
上
皇
の
身
と
し
て
出
家
を
遂
げ
て
法
皇

と
な
つ
た
例
を
指
し
て
ゐ
る
。
摂
関
時
代
に
は
こ
の
例
が
多
く
、
花

山
、
一
条
、
三
条
天
皇
と
続
き
、
院
政
の
濫
觴
で
あ
る
白
河
法
皇

（
七
十
二
代
天
皇
）、
同
じ
く
院
政
で
辣
腕
を
揮
つ
た
後
白
河
法
皇
（
七

十
七
代
天
皇
）
が
有
名
な
例
で
あ
る
。

　

伊
藤
は
天
皇
の
生
前
譲
位
に
就
い
て
は
か
な
り
厳
し
い
否
定
的
意

見
を
有
し
、
且
つ
口
外
し
て
も
ゐ
た
。
彼
の
所
見
を
以
て
す
れ
ば
第

三
十
四
代
舒
明
天
皇
ま
で
上
代
史
に
一
度
も
譲
位
の
例
が
な
い
と
い

ふ
事
は
、
以
て
既
に
天
皇
が
随
意
に
其
位
を
遜の

が

れ
る
理
な
き
事
を
恒

例
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と
思
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
史
上
初
め
て
の

譲
位
の
例
と
な
つ
た
皇
極
天
皇
の
後
継
と
し
て
候
補
に
上
つ
た
の
は

天
皇
の
同
母
弟
の
軽
皇
子
の
他
に
も
天
皇
の
実
子
中な

か

大の
お

兄ほ
え

皇
子
、
舒
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寺
院
を
建
立
し
、
終
生
仏
事
に
熱
心
で
殺
生
を
厳
禁
し
た
故
に
白
河

法
皇

4

4

と
の
通
称
は
定
着
し
て
ゐ
る
。

　

週
知
の
史
実
で
あ
る
が
、
右
記
の
鳥
羽
上
皇
の
院
政
が
当
今
の
崇

徳
天
皇
の
朝
政
を
圧
迫
し
、
僅
か
三
歲
の
近
衛
天
皇
の
即
位
と
十
七

歲
の
若
年
で
の
崩
御
が
結
局
そ
の
翌
年
保
元
元
年
の
保
元
の
乱
に
繫

る
。
そ
の
乱
は
つ
ま
り
は
崇
徳
上
皇
が
当
代
の
皇
位
継
承
の
乱
脈
へ

の
憤
懣
に
堪
へ
難
く
し
て
生
じ
た
事
な
の
で
あ
り
、
慈
円
大
僧
正
が

『
愚
管
抄
』
で
指
摘
し
た
如
く
、〈
日
本
国
ノ
乱
逆
〉
の
端
緒
と
い
ふ

こ
の
事
態
が
結
局
幕
府
の
開
設
、
武
家
政
治
の
强
行
と
い
ふ
七
百
年

の
陋
習
に
衟
を
開
い
た
事
に
な
る
。

　

悲
劇
の
崇
徳
院
の
憤
激
の
対
象
で
あ
つ
た
後
白
河
天
皇
に
至
つ
て

は
在
位
僅
か
三
年
に
し
て
位
を
譲
り
、
続
い
て
後
白
河
院
と
し
て
二

条
、
六
条
、
高
倉
、
安
徳
、
御
鳥
羽
の
五
代
の
天
皇
の
代
に
亙
り
、

三
十
年
の
院
政
を
布
い
た
。
そ
の
諡
号
の
通
り
、「
後
の
白
河
院
」

た
る
の
面
目
十
分
で
あ
る
。

　

伊
藤
の
脳
裡
に
、
も
し
上
皇
と
天
皇
と
い
ふ
二
種
の
最
高
権
威
の

並
立
と
い
ふ
院
政
期
の
悪
弊
に
就
い
て
の
歴
史
的
認
識
が
あ
つ
た
と

す
れ
ば
、
南
北
朝
の
分
裂
併
存
と
い
ふ
皇
統
史
上
の
最
大
の
汚
点
に

考
へ
乁
ぶ
ま
で
も
な
く
、〈
天
子
ハ
位
ヲ
避
ク
ヘ
カ
ラ
ズ
〉
の
命
題

は
確
乎
と
し
て
定
ま
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

　

此
の
時
の
伊
藤
の
権
幕
は
相
当
に
激
し
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
る
。
井
上
、
柳
原
と
い
ふ
伊
藤
と
の
討
議
を
行
ふ
直
前
ま

で
は
譲
位
承
認
論
者
で
あ
つ
た
二
人
は
実
に
あ
つ
さ
り
と
持
說
を
撤

回
し
た
。
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
の
帝
王
に
進
退
の
自
由
あ
り
と
の
說
を
持

ち
出
し
た
井
上
に
し
て
も
、
そ
れ
に
固
執
す
る
事
は
な
く
、
柳
原
も

た
ぶ
ん
伊
藤
の
気
迫
に
押
さ
れ
て
で
あ
ら
う
、
あ
れ
は
一
家
の
私
言

で
あ
る
、
と
の
消
極
的
言
乁
に
と
ど
め
た
。
斯
く
て
天
皇
に
は
退
位

の
自
由
は
な
い
、
と
の
判
断
で
明
治
典
範
の
立
法
者
意
志
は
合
意
を

見
る
事
に
な
り
、『
皇
室
典
範
』
は
譲
位
の
認
否
に
言
乁
せ
ぬ
ま
ま

に
成
文
化
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
。

　

こ
の
〈
言
乁
せ
ぬ
ま
ま
〉
と
い
ふ
事
の
意
味
は
、
実
は
法
規
と
し

て
の
定
言
性
が
却
つ
て
强
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
典
範
義

解
』
の
第
一
条
が
、
皇
祚
継
承
の
大
義
の
三
大
原
則
と
し
て
挙
げ
て

ゐ
る
〈
第
一　

皇
祚
を
践
む
は
皇
胤
に
限
る
。
第
二　

皇
祚
を
践
む

は
男
系
に
限
る
。
第
三　

皇
祚
は
一
系
に
し
て
分
裂
す
べ
か
ら
ず
〉

の
三
項
が
、
既
に
不
文
の
法
典
と
し
て
確
立
し
て
ゐ
る
自
明
の
成
法

で
あ
る
が
故
に
、
特
に
『
典
範
』
の
本
文
に
記
載
す
る
必
要
な
し
と

さ
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

即
ち
明
治
皇
室
典
範
の
立
法
者
意
志
は
、
天
皇
に
は
譲
位
の
自
由

を
認
め
ず
、
終
身
皇
位
に
在
る
も
の
と
す
る
、
と
の
大
原
則
を
、
天

皇
と
雖
も
変
更
不
可
と
の
付
則
を
含
め
て
定
立
し
た
事
に
な
る
。

三
　
摂
政
に
就
い
て

　

次
に
、
今
上
天
皇
が
、
平
成
二
十
八
年
の
八
月
八
日
付
の
「
お
気
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持
ち
」
の
表
明
の
中
で
〈
…
…
ま
た
、
天
皇
が
未
成
年
で
あ
っ
た
り
、

重
病
な
ど
に
よ
り
そ
の
機
能
を
果
た
し
得
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

天
皇
の
行
為
を
代
行
す
る
摂
政
を
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
も
、
天
皇
が
十
分
に
そ
の
立
場
に
求
め
ら
れ
る
務

め
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
生
涯
の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
天
皇
で
あ
り
続

け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
〉
と
仰
せ
ら
れ
た
事
が
諸
方
の

註
意
を
惹
い
た
。
こ
の
お
言
葉
の
引
用
部
分
の
中
ほ
ど
に
あ
る
〈
し

か
し
〉
は
所
謂
逆
接
の
接
続
詞
で
あ
り
、
先
行
の
部
分
と
は
相
反
す

る
、
逆
の
判
断
を
述
べ
る
場
合
に
用
ゐ
る
接
続
詞
で
あ
る
。
も
し
、

こ
の
逆
接
の
接
続
詞
が
な
か
つ
た
ら
、
上
記
の
引
用
部
分
は
、
生
涯

の
終
り
に
至
る
ま
で
天
皇
と
し
て
在
位
し
続
け
る
事
に
変
り
は
な
い

の
だ
か
ら
、
摂
政
を
置
い
て
天
皇
の
務
め
の
代
行
を
求
め
る
事
で
結

構
、
と
読
め
る
様
な
文
脈
と
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
少
し
く
人
を

困
惑
さ
せ
る
様
な
印
象
を
与
へ
る
表
現
で
あ
る
。

　

だ
が
〈
し
か
し
〉
と
の
逆
接
が
間
に
あ
る
以
上
、
引
用
の
後
半
部

は
、
摂
政
の
冊
立
に
対
す
る
否
定
的
な
御
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
ら
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
が
取
り
上
げ
る
第
二
の
考
察
課
題
は
、
前
項
の
「
譲

位
」
の
場
合
と
同
様
、「
摂
政
」
の
冊
立
に
就
い
て
明
治
皇
室
典
範

は
如
何
な
る
立
法
者
意
志
を
明
示
乃
至
暗
示
し
て
ゐ
る
か
を
検
討
し

て
み
る
事
で
あ
る
。

　

因
み
に
現
行
の
皇
室
典
範
で
は
こ
の
設
問
に
就
い
て
は
、
第
十
六

条
の
「
摂
政
を
置
く
場
合
」
の
第
2
項
〈
天
皇
が
、
精
神
若
し
く
は

身
体
の
重
患
又
は
重
大
な
事
故
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行
為
を
み

ず
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、

摂
政
を
置
く
〉
と
あ
る
部
分
が
関
係
す
る
だ
け
で
あ
る
。〈
摂
政
を

置
か
な
い
場
合
〉、〈
天
皇
が
摂
政
の
冊
立
を
忌
避
す
る
場
合
〉
な
ど

を
想
定
し
た
条
文
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
は
し
な
い
。

　

明
治
の
典
範
で
は
第
五
章
を
「
摂
政
」
と
し
、
第
十
九
条
か
ら
第

二
十
五
条
ま
で
の
六
箇
条
に
亙
つ
て
、
摂
政
冊
立
の
必
要
あ
る
場
合
、

摂
政
の
有
資
格
者
、
処
遇
、
冊
立
の
順
序
と
そ
の
変
更
等
に
就
い
て

規
定
し
て
ゐ
る
。
最
も
重
要
な
箇
条
は
当
然
、
現
行
典
範
の
用
語
を

借
り
て
言
へ
ば
「
摂
政
を
置
く
場
合
」
に
相
当
す
る
第
十
九
条
で
あ

る
。

第
十
九
条　

天
皇
未
タ
成
年
ニ
逹
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
摂
政
ヲ
置
ク

天
皇
久
キ
ニ
亘
ル
ノ
故
障
ニ
由
リ
大
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
コ
ト
能
ハ

サ
ル
ト
キ
ハ
皇
族
会
議
乁
枢
密
顧
問
ノ
議
ヲ
経
テ
摂
政
ヲ
置
ク

　

典
範
に
摂
政
を
置
く
規
定
の
存
す
る
所
以
は
、
平
民
に
と
つ
て
と

雖
も
謂
は
ば
自
明
の
理
で
、
說
明
を
求
め
る
ま
で
も
な
い
と
思
は
れ

る
の
だ
が
、
念
の
為
に
典
範
の
『
義
解
』
を
披
い
て
み
る
と
、

〈
恭
テ
按
ス
ル
ニ
摂
政
ハ
以
テ
皇
室
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
変
局

ヲ
救
済
シ
一
ハ
皇
統
ノ
常
久
ヲ
保
持
シ
二
ハ
大
政
ノ
便
宜
ヲ
疏

通
シ
両
ツ
ナ
カ
ラ
失
墜
ノ
患
ヲ
免
ル
ゝ
所
以
ナ
リ　

摂
政
ハ
天

皇
ノ
天
職
ヲ
摂
行
シ
一
切
ノ
大
政
乁
皇
室
ノ
内
事
皆
天
皇
ニ
代
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リ
之
ヲ
総
攬
ス　

而
シ
テ
至
尊
ノ
名
位
ニ
居
ラ
サ
ル
ナ
リ

…
…
〉

と
し
て
あ
つ
て
、
続
け
て
内
外
各
国
の
歴
史
に
于
け
る
摂
政
冊
立
と

み
ら
れ
る
事
例
を
算
へ
上
げ
て
ゐ
る
。

　

一
に
我
が
国
第
二
十
二
代
清
寧
天
皇
の
崩
御
後
、
山
辺
連
小
楯
が

播
磨
国
に
隠
れ
て
ゐ
た
、
市

い
ち
の

邊へ
の

押お
し

磐は
の

皇み

子こ

の
二
遺
兒
意お

祁け
の

王み
こ

、
袁を

祁け
の

王み
こ

（
第
十
七
代
履
中
天
皇
の
孫
に
当
る
兄
弟
）
を
発
見
し
、
連
れ
帰
つ
て

位
に
即
け
る
迄
の
間
、
皇
位
は
空
位
に
な
つ
て
を
り
、
そ
の
間
迯
げ

隠
れ
て
ゐ
た
二
皇
子
の
姉
の
飯い

い

豊ど
よ

靑あ
を
の

皇ひ
め

女み
こ

が
仮
に
皇
位
に
即
い
て

ゐ
た
（
時
間
関
係
に
は
記
紀
そ
の
他
の
史
料
と
の
間
で
說
が
分
れ
る
）
と

の
見
方
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
種
の
摂
政
と
見
る
場
合
で
あ
る
。

『
義
解
』
で
は
〈
飯い

い

豊ど
よ

靑あ
を
の

尊み
こ
と、
摂
政
ニ
居
タ
マ
ヘ
ル
ハ
此
レ
ニ
近

シ
〉
と
い
つ
た
表
現
を
と
つ
て
ゐ
る
。

　

二
に
第
十
六
代
清
和
天
皇
の
御
代
に
九
歲
の
幼
帝
に
代
り
、
人
臣

の
身
で
摂
政
と
な
つ
て
朝
政
の
実
権
を
握
つ
た
藤
原
良
房
の
例
が
あ

る
。
以
後
帝
の
幼
少
を
口
実
と
し
て
藤
原
氏
が
摂
政
の
位
に
即
い
た

例
は
週
知
の
如
く
多
発
す
る
。

　

三
に
輔
弼
の
臣
逹
が
摂
政
体
を
組
織
し
、
共
同
で
帝
政
を
摂
る
と

い
ふ
場
合
も
あ
る
。『
義
解
』
は
何
故
か
週
の
幽
王
（
紀
元
前
八
世
紀
）

の
後
の
共
和
政
体
と
い
ふ
蒼
古
の
例
と
、
近
世
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル

ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
領
邦
国
家
に
于
け
る
共
同
摂

政
の
例
を
併
せ
挙
げ
て
ゐ
る
。
以
上
の
挙
例
引
用
に
は
あ
ま
り
意
味

は
な
い
。
と
も
か
く
明
治
立
憲
体
制
に
于
い
て
は
人
臣
の
身
分
で
摂

政
に
立
つ
事
は
認
め
な
い
、
と
し
て
第
二
十
条
以
下
に
摂
政
の
資
格

と
条
件
を
列
記
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
皇
太
子
に
よ
る
摂
政
の
初
例

を
推
古
天
皇
に
于
け
る
聖
徳
太
子
、
皇
后
に
よ
る
摂
政
の
初
例
を
仲

哀
天
皇
崩
御
後
・
応
神
天
皇
出
生
前
の
神
功
皇
后
と
し
、
摂
政
の
資

格
を
皇
太
子
・
皇
太
孫
か
ら
親
王
乁
王
に
、
皇
后
か
ら
皇
太
后
、
内

親
王
に
ま
で
広
く
皇
族
の
範
囲
に
拡
げ
て
お
く
の
は
偏
に
、
人
臣
の

身
分
で
摂
政
に
上
る
者
の
出
現
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
、
と
明
言
し
て

ゐ
る
。
藤
原
氏
歴
代
に
よ
る
摂
政
位
の
独
占
は
専
ら
悪
し
き
先
例
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
ゐ
た
。

　

典
範
第
十
九
条
本
文
に
曰
ふ
〈
天
皇
久
キ
ニ
亘
ル
ノ
故
障
〉
に
就

い
て
『
義
解
』
は
以
下
の
様
に
解
說
し
て
ゐ
る
。〈
天
皇
久
キ
ニ
亘

ル
故
障
ト
ハ
重
患
彌び

留り
う

歲
月
ノ
久
キ
ニ
亘
リ
医
治
ノ
望
ナ
ク
又
ハ
其

ノ
他
ノ
事
故
に
因
リ
天
職
曠
闕
ナ
ル
ヲ
謂
フ　

而
シ
テ
其
ノ
大
政
ヲ

親
ラ
ス
ル
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ニ
至
テ
始
メ
テ
摂
政
ヲ
置
ク
ノ
事
ア
ル
ヘ

シ
〉
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
文
意
は
、
摂
政
の
冊
立
は
さ
う
簡

単
に
行
ふ
べ
き
事
で
は
な
い
、
天
皇
の
病
気
に
せ
よ
恢
復
の
望
み
が

あ
る
場
合
、
或
い
は
御
身
位
が
国
外
に
在
る
場
合
（
日
本
で
は
有
史

以
来
此
の
事
は
絶
え
て
無
か
つ
た
）
等
は
皇
太
子
以
下
の
直
近
の
皇
族

が
、
大
宝
令
以
来
の
慣
例
に
従
つ
て
天
皇
の
政
務
を
代
行
す
れ
ば
宜

く
、
特
に
摂
政
を
置
く
を
要
し
な
い
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　

次
に
第
十
九
条
本
文
の
〈
天
皇
…
…
大
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
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サ
ル
ト
キ
ハ
皇
族
会
議
乁
枢
密
顧
問
ノ
議
ヲ
経
テ
摂
政
ヲ
置
ク
〉
に

就
い
て
、『
義
解
』
の
說
明
は
か
な
り
繊
細
な
機
微
に
亘
つ
て
ゐ
る
。

即
ち
こ
こ
で
〈
議
ヲ
経
〉
と
い
ふ
表
現
を
用
ゐ
、
諮
詢
の
語
を
用
ゐ

な
い
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
天
皇
が
直
近
の
皇
族
や
枢
密
顧
問
官
逹

に
摂
政
冊
立
の
要
否
を
親み

づ
から
は
諮
詢
す
る
だ
け
の
力
を
最
早
持
た
な

い
時
、
そ
の
様
な
時
こ
そ
摂
政
の
冊
立
が
不
可
避
と
な
る
、
と
い
つ

た
想
定
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
皇
族
や
枢
密
顧
問
官
は
天
皇
の

執
政
不
能
状
況
を
傍
観
し
て
ゐ
て
よ
い
わ
け
は
な
く
、
天
皇
自
身
の

意
向
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
摂
政
冊
立
の
要
を
発
議
し
て
よ
い
、
乃
至

は
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
立
法
意
志
が
此
処
に
は
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

考
へ
て
み
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
、
帝
王
本
人
が
自
ら
衟
理
の
判
断
力

の
不
能
を
悟
つ
て
、
週
囲
に
摂
政
冊
立
の
可
否
を
諮
詢
す
る
と
い
ふ

事
態
は
あ
り
さ
う
に
な
い
。〈
摂
政
ヲ
置
ク
ハ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
必

要
ニ
由
ル
〉
ほ
ど
の
大
事
な
の
で
あ
る
か
ら
、
帝
王
に
或
る
案
件
を

諮
詢
す
る
だ
け
の
知
力
が
存
す
る
場
合
は
、
摂
政
の
冊
立
は
論
理
上

不
要
で
あ
る
と
考
へ
て
も
よ
い
だ
ら
う
。

　

明
治
の
典
範
の
『
義
解
』
が
想
定
し
て
ゐ
た
皇
室
の
〈
避
ク
ヘ
カ

ラ
サ
ル
ノ
変
局
〉
は
典
範
制
定
か
ら
三
十
三
年
後
の
大
正
十
年
に
現

実
の
事
態
と
し
て
日
本
国
の
上
に
押
し
迫
つ
て
く
る
。

　

大
正
七
年
の
秋
頃
か
ら
大
正
天
皇
の
健
康
は
勝
れ
ず
、
八
年
の
元

旦
の
宮
廷
行
事
に
は
御
臨
御
が
無
く
、
此
の
年
か
ら
皇
太
子
裕
仁
親

王
に
よ
る
公
務
の
御
代
行
が
多
く
な
つ
た
。
天
皇
は
多
く
は
鼕
期
は

葉
山
の
御
用
邸
、
夏
期
は
日
光
田
母
澤
の
御
用
邸
で
静
か
に
病
を
養

は
れ
る
身
と
な
つ
て
ゐ
た
。
大
正
九
年
三
月
に
は
宮
内
省
も
天
皇
の

病
症
を
公
表
す
る
事
に
踏
み
切
っ
た
。

　

二
回
目
の
病
状
発
表
は
同
年
七
月
だ
つ
た
が
、
此
の
時
は
既
に
単

な
る
心
神
の
疲
労
で
は
な
く
、
御
態
度
の
弛
緩
、
御
発
言
の
障
害
、

と
い
つ
た
表
現
で
、
天
皇
の
病
気
が
肉
体
の
病
と
い
ふ
よ
り
も
統
治

能
力
に
直
接
影
響
を
乁
ぼ
す
知
的
障
害
で
あ
る
事
を
国
民
に
も
そ
れ

と
な
く
知
ら
し
め
る
様
な
発
想
の
も
の
に
な
る
。
何
故
国
民
に
敢
へ

て
公
報
す
る
の
か
。
そ
れ
は
や
が
て
摂
政
冊
立
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
つ
た
場
合
に
国
民
の
了
解
を
得
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

摂
政
冊
立
の
最
初
の
発
案
は
時
の
内
閣
総
理
大
臣
原
敬
（
大
正
七

年
九
月
組
閣
）
と
元
老
山
縣
有
朋
の
間
に
出
、
内
大
臣
松
方
正
義
、

宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕
が
同
意
し
て
秘
か
に
進
め
ら
れ
た
。
既
に
週
知

の
史
実
で
あ
ら
う
が
、
大
正
十
年
三
月
初
旬
か
ら
八
月
末
に
か
け
て

の
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
欧
洲
御
巡
游
は
、
や
が
て
の
摂
政
御
就
任
を

目
中
に
置
い
て
の
、
帝
王
学
御
修
業
の
仕
上
げ
で
あ
り
、
修
学
旅
行

の
如
き
意
味
合
ひ
を
持
た
せ
て
原
首
相
の
脳
裡
に
生
じ
た
企
画
だ
つ

た
ら
し
い
。

　

裕
仁
親
王
の
欧
洲
御
巡
游
の
旅
は
端
的
に
大
成
功
と
い
ふ
形
で
、

九
月
三
日
の
親
王
御
入
京
の
際
、
東
京
全
市
は
皇
太
子
の
御
帰
朝
歓

迎
の
熱
気
で
湧
き
返
つ
た
。
そ
こ
で
早
速
に
摂
政
冊
立
の
手
続
に
着

手
さ
れ
る
事
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
典
範
第
十
九
条
に
付
さ
れ
た
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『
義
解
』
の
說
明
し
て
ゐ
る
通
り
、〈
其
ノ
或
ハ
皇
族
会
議
ニ
由
テ
発

議
シ
枢
密
顧
問
ノ
審
議
ニ
付
ス
ル
ト
或
ハ
枢
密
顧
問
の
発
議
ニ
由
リ

皇
族
会
議
ノ
協
同
ヲ
求
ム
ル
ト
倶
ニ
時
宜
ニ
従
フ
ナ
リ
〉
な
の
だ
か

ら
、
大
正
十
年
秋
の
場
合
、
枢
密
顧
問
の
発
議
に
発
し
、
皇
族
会
議

の
協
力
を
得
る
と
い
ふ
形
を
と
る
事
は
簡
単
だ
つ
た
。
こ
の
形
を
と

る
た
め
の
所
謂
根
廻
し
は
既
に
十
分
に
出
来
て
ゐ
た
。
そ
の
労
を

取
っ
た
中
心
人
物
は
宮
内
大
臣
の
牧
野
伸
顕
で
、
牧
野
は
皇
族
宮
家

を
自
ら
直
接
訪
問
し
て
歩
き
、
摂
政
冊
立
に
就
い
て
の
理
解
を
求
め

た
。
異
論
は
ど
こ
か
ら
も
出
な
か
つ
た
。

　

異
論
と
い
ふ
ほ
ど
の
强
い
意
見
で
は
な
い
が
、
懸
念
と
困
惑
を
示

さ
れ
た
の
は
皇
后
だ
つ
た
。
典
範
本
文
は
〈
摂
政
ハ
天
皇
ノ
天
職
を

摂
行
シ
一
切
ノ
大
政
乁
皇
室
の
内
事
皆
天
皇
ニ
代
リ
之
ヲ
総
攬
ス
〉

と
明
記
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
摂
政
が
立
つ
た
以
上
、
天
皇
は

皇
位
に
は
在
り
な
が
ら
為
す
べ
き
公
務
は
何
も
持
た
な
い
、
と
い
ふ

事
に
な
る
。
御
自
ら
の
意
志
に
出
た
わ
け
で
は
な
い
摂
政
の
冊
立
に

よ
つ
て
一
切
の
仕
事
を
奪
は
れ
た
形
に
な
る
の
は
、
天
皇
の
精
神
状

態
に
と
つ
て
の
更
な
る
打
撃
に
な
ら
な
い
か
。
賢
明
な
皇
后
の
思
は

く
は
そ
こ
に
向
つ
て
ゐ
た
。

　

論
の
脈
絡
が
抑
〻
の
出
発
点
に
戻
つ
て
し
ま
ふ
が
今
上
天
皇
の
摂

政
冊
立
に
対
す
る
消
極
的
御
意
向
も
或
い
は
そ
の
邊
り
に
係
つ
て
ゐ

る
か
も
し
れ
な
い
。
大
正
天
皇
の
前
例
に
徴
す
る
限
り
、
摂
政
は
天

皇
御
自
身
の
発
意
に
由
る
の
で
は
な
く
、
皇
族
会
議
と
枢
密
顧
問
官

逹
の
、
数
年
を
費
し
て
の
考
究
と
討
議
を
費
し
て
の
上
で
の
合
意
の

結
果
で
あ
る
。
平
成
の
今
日
に
は
こ
の
二
つ
の
組
織
は
存
在
せ
ず
、

そ
れ
に
代
る
に
足
る
と
評
し
得
る
合
議
体
も
な
い
。
摂
政
冊
立
に
适

し
い
事
態
が
存
す
る
と
は
し
て
も
、
い
つ
た
い
如
何
な
る
組
織
の
如

何
な
る
人
物
の
発
議
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
れ
が
現
行
皇
室
法
の
法
理

と
国
家
学
の
衟
理
に
适
つ
た
発
案
に
な
り
得
る
の
か

―
。

　

大
正
十
年
の
場
合
、
事
案
成
立
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
総
理
大
臣

原
敬
の
十
一
月
四
日
に
于
け
る
突
然
の
遭
難
、
即
死
と
い
ふ
大
事
件

が
生
じ
た
に
も
拘
ら
ず
、
首
相
と
元
老
乁
枢
密
顧
問
官
逹
が
慎
重
に

進
め
て
ゐ
た
方
針
に
動
揺
は
な
か
つ
た
。
十
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、

皇
族
会
議
と
枢
密
顧
問
会
議
が
開
か
れ
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
摂
政

就
任
は
典
範
の
規
約
通
り
に
議
案
と
し
て
上
抂
さ
れ
、
全
会
一
致
の

賛
成
を
以
て
議
決
さ
れ
た
。

　

か
う
し
て
大
正
天
皇
の
大
政
代
行
と
し
て
の
裕
仁
親
王
の
摂
政
御

就
任
は
国
法
上
一
点
の
瑕
疵
も
な
く
成
就
し
た
。
そ
れ
で
も
な
ほ
微

か
に
存
し
た
疑
点
は
解
消
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
皇
后
の
御
懸
念
に
判
然

し
た
回
答
は
与
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
点
で
あ
る
。

　

大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
の
発
生
に
際
し
て
の
摂
政
宮
殿

下
の
感
嘆
に
値
す
る
統
治
能
力
、
続
け
て
同
年
十
二
月
二
十
七
日
に

生
じ
た
虎
ノ
門
で
の
皇
太
子
暗
殺
未
遂
事
件
で
の
泰
然
自
若
た
る
御

対
応
、
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
ゐ
た
御
成
婚
の
儀
を
大
震
災
の
被
災

民
の
境
遇
を
考
慮
さ
れ
て
自
ら
延
期
を
決
断
さ
れ
た
思
召
等
、
摂
政
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と
し
て
の
御
治
政
の
発
足
は
国
民
の
如
何
な
る
層
の
視
点
か
ら
し
て

も
非
の
打
ち
所
が
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
此
度
の
摂
政
冊
立
の
決
断
は

国
政
の
次
元
か
ら
見
て
明
ら
か
に
成
功
だ
つ
た
。
そ
れ
で
も
皇
后
の

内
心
な
る
複
雑
な
感
慨
は
、
結
果
の
客
観
的
な
成
果
を
以
て
黙
殺
し

て
済
ま
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
も
の
が
あ
り
、
又
孝
心
厚
き
皇
太
子

自
身
が
天
皇
に
対
す
る
母
后
の
深
い
御
配
慮
を
無
視
し
通
し
て
し
ま

つ
た
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
更
に
、
や
が
て
即
位
さ
れ
た
昭
和
天
皇

の
、
御
父
君
た
る
大
正
天
皇
、
母
后
貞
明
皇
后
に
向
け
て
の
何
ほ
ど

か
の
遺
憾
と
悔
悟
の
想
ひ
が
、
今
上
天
皇
に
伝
は
つ
て
そ
の
御
記
憶

の
翳
と
な
つ
て
ゐ
る
か
と
の
想
像
も
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま

い
。

　

斯
様
に
、
あ
の
様
な
明
文
の
規
定
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
明
治
典

範
の
下
で
の
摂
政
冊
立
と
い
ふ
事
案
の
策
定
と
実
行
に
は
難
し
い
問

題
が
纏
は
り
つ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
大
正
天
皇
御
晩
年
の
こ
の

「
変
局
」
が
結
果
と
し
て
成
功
だ
つ
た
事
は
、
或
い
は
国
史
に
稀
な

僥
倖
だ
つ
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
最
終
的
回
答
は
何
時
か
あ
る
か

　

上
記
の
如
く
、
大
正
天
皇
に
摂
政
の
冊
立
せ
ら
れ
る
に
当
つ
て
は
、

最
初
に
そ
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
懸
念
が
生
じ
、
そ
れ
が
次
第
に

濃
厚
と
な
り
、
や
が
て
国
政
の
最
上
層
部
に
于
け
る
公
然
の
議
論
と

な
り
、
然
る
べ
き
手
続
を
履
ん
で
実
現
に
至
る
ま
で
に
か
な
り
の
日

数
を
経
過
し
た
。
手
続
自
体
は
典
範
に
明
記
さ
れ
て
あ
る
故
に
、
途

上
で
法
的
に
困
難
に
遭
遇
す
る
事
は
な
か
つ
た
が
、
そ
の
運
用
は
慎

重
を
極
め
た
。
此
も
既
に
記
し
た
事
だ
が
、
宮
内
大
臣
と
内
大
臣
に

よ
る
所
謂
根
回
し
も
入
念
に
行
は
れ
て
、
微
少
な
り
と
も
異
論
が
出

る
事
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
は
万
全
だ
つ
た
。
こ
の
配
慮
は
典
範
の
法

的
構
成
と
、
そ
れ
に
就
い
て
の
『
義
解
』
の
委
細
に
亙
る
說
明
が
、

自
然
に
そ
れ
を
要
求
す
る
体
の
も
の
だ
つ
た
。

　

こ
の
先
例
と
比
べ
て
み
る
時
、
現
行
の
典
範
が
要
求
し
て
ゐ
る
手

続
は
少
し
検
討
し
て
み
た
だ
け
で
も
驚
く
ほ
ど
簡
便
な
も
の
に
な
つ

て
ゐ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
既
に
記
し
て
お
い
た
如
く
、〈
摂
政
を
置

く
場
合
〉
の
議
決
機
関
は
皇
室
会
議
だ
け
で
あ
る
。

　

皇
室
会
議
と
は
、
先
に
も
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
典
範
第
五
章
第
二

十
八
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
〈
議
員
は
、
皇
族
二
人
、
衆
議
院
乁
び
参

議
院
の
議
長
乁
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
庁
の
長
並
び
に

最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
乁
び
そ
の
他
の
裁
判
官
の
一
人
を
以

て
こ
れ
に
充
て
る
〉
と
し
て
あ
る
、
計
十
名
の
成
員
か
ら
成
る
議
事

組
織
で
あ
る
。
明
治
典
範
時
代
に
于
け
る
「
皇
族
会
議
」
も
「
枢
密

顧
問
」
も
最
早
存
在
し
て
ゐ
な
い
。

　

そ
し
て
現
行
の
「
皇
室
会
議
」
な
る
組
織
の
成
員
は
何
と
皇
族
が

唯
二
人
、
あ
と
の
八
名
の
定
員
は
全
て
国
政
の
三
権
の
中
か
ら
立
法

府
四
人
、
行
政
府
二
人
、
司
法
部
二
人
の
構
成
で
あ
り
、
即
ち
単
な

る
国
家
公
務
員
で
あ
る
。
二
人
の
皇
族
以
外
の
八
名
は
皇
室
の
歴
史
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と
内
情
と
に
専
門
的
知
識
を
有
す
る
事
を
職
務
上
要
請
さ
れ
て
ゐ
る

わ
け
で
は
な
い
、
偶
〻
そ
の
時
そ
の
役
に
就
い
て
ゐ
た
だ
け
と
い
ふ

理
由
か
ら
こ
の
会
議
に
参
加
の
資
格
を
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
構
成
を
見
れ
ば
、
皇
室
会
議
と
は
皇
室
に
生
じ
た
問
題
を
そ

の
内
部
の
側
か
ら
見
て
で
は
な
く
、
之
を
「
外
か
ら
」、
単
な
る
国

家
公
務
員
の
一
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
政
法
の
次
元
の
も
の
と
し
て

議
論
し
、
裁
決
す
る
だ
け
の
至
つ
て
冷
淡
な
行
政
組
織
で
し
か
な
い

事
が
よ
く
わ
か
る
。

　

嘗
て
小
泉
純
一
郎
内
閣
が
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

を
組
織
し
て
討
議
を
開
始
し
た
頃
、
こ
の
会
議
の
代
表
的
職
位
に
あ

つ
た
某
が
、
故
寛
仁
親
王
殿
下
の
私
的
な
御
感
想
の
仰
せ
に
対
し
、

宮
様
は
黙
つ
て
ゐ
ろ
、
と
言
は
む
ば
か
り
の
不
敬
不
逞
の
発
言
を
敢

へ
て
し
た
事
が
思
ひ
出
さ
れ
る
。
現
行
法
制
上
の
皇
室
会
議
は
あ
の

有
識
者
会
議
の
場
合
の
様
に
、
皇
室
の
身
に
な
つ
て
、
で
は
な
く
、

皇
室
の
問
題
を
恰
も
行
政
組
織
の
一
部
局
の
人
事
問
題
を
扱
ふ
が
如

き
態
度
で
処
理
し
か
ね
な
い
、
と
の
惧
れ
が
多
分
に
あ
る
。

　

事
、
摂
政
の
冊
立
に
係
る
以
上
、
例
へ
ば
就
任
の
順
序
等
に
就
い

て
は
明
文
の
規
定
が
あ
り
、
そ
こ
に
恣
意
的
な
変
更
の
入
り
込
む
余

地
は
な
い
は
ず
で
は
あ
る
が
、
何
と
し
て
も
現
典
範
の
下
で
の
皇
室

会
議
の
構
造
の
安
易
・
軽
量
感
に
対
す
る
不
安
の
念
は
拭
ひ
難
い
。

現
在
の
安
倍
晋
三
政
権
の
下
で
は
、
国
民
は
総
理
大
臣
の
国
政
指
導

に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
は
ゐ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
い
つ
か
、

日
本
の
国
体
に
対
し
て
全
く
理
解
が
無
い
、
む
し
ろ
反
感
を
抱
く
様

な
隠
れ
共
和
主
義
の
徒
が
三
権
の
長
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
ゐ
て
、
皇

室
会
議
を
あ
ら
ぬ
方
向
に
曲
げ
て
牛
耳
つ
て
し
ま
ふ
如
き
危
険
は
決

し
て
無
い
と
は
言
へ
な
い
。

　

今
上
天
皇
の
譲
位
の
御
意
向
に
対
す
る
内
閣
と
国
会
と
の
一
致
し

た
対
応
は
、
結
局
摂
政
の
冊
立
を
以
て
し
て
で
は
な
く
、「
天
皇
の

退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
」
の
全
会
一
致
の
決
議
・
成
立

を
以
て
お
答
へ
す
る
と
い
ふ
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
特
例
法
に
は

〈
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
課
題
〉
の
一
と
し
て

は
全
く
見
当
違
ひ
と
評
す
る
よ
り
他
な
い
、
女
性
宮
家
の
創
設
に
つ

い
て
の
検
討
と
い
ふ
余
計
な
「
附
帯
決
議
」
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ

う
し
た
欠
陥
を
承
知
の
上
で
、
政
府
は
明
治
憲
法
・
典
範
の
立
法
者

意
志
に
則
し
た
も
の
で
あ
る
摂
政
冊
立
と
い
ふ
解
決
法
を
捨
て
、
右

の
意
志
に
は
反
し
た
も
の
で
あ
る
生
前
退
位
の
承
認
に
踏
み
切
つ
た
。

こ
れ
は
一
箇
の
政
治
的
選
択
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
選
択
が
正
し
か

つ
た
か
ど
う
か
。
明
治
維
新
百
五
十
年
の
記
念
年
に
当
つ
て
、
国
史

の
伝
統
に
深
く
思
ひ
を
致
し
て
ゐ
る
草
莽
の
有
志
が
、
謹
ん
で
検
討

し
て
み
る
に
は
格
好
の
話
題
で
あ
る
。
只
そ
の
結
果
の
判
定
に
就
い

て
は
、
今
回
の
政
府
・
国
会
の
選
択
が
是
亦
一
箇
の
歴
史
的
事
件
と

し
て
十
分
の
史
的
遠
近
法
の
距
り
を
得
た
後
世
か
ら
で
な
く
て
は
最

終
的
回
答
は
得
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。（

東
京
大
学
名
誉
敎
授
）


